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８
月
２３
日
、
上
皇
上
皇

后
両
陛
下
は
、
ご
静
養
先

の
長
野
県
軽
井
沢
町
で
、

お
お
ひ

な

た

大
日
向
開
拓
地
の
散
策
を

楽
し
ま
れ
た
。

大
日
向
開
拓
地
は
、
両

陛
下
が
皇
太
子
同
妃
殿
下

時
代
か
ら
、
戦
後
開
拓
農ねぎら

家
の
開
墾
の
苦
労
を
労

い
、
慰
労
訪
問
さ
れ
て
き

た
。
両
陛
下
と
大
日
向
開

拓
地
の
思
い
出
を
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
沢
山
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
存
在
す
る
。

８４
（
昭
和
５９
）
年
の
ご

訪
問
で
は
、
畑
で
収
穫
し

た
ば
か
り
の
レ
タ
ス
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
、
大
き

な
レ
タ
ス
を
抱
え
ら
れ
、

満
面
の
笑
み
を
こ
ぼ
さ
れ

た
。
０８
年
に
は
大
日
向
開

拓
記
念
館
も
訪
れ
ら
れ
、

開
拓
者
が
使
っ
て
い
た
農

機
具
な
ど
を
ご
見
学
。
厳

し
い
条
件
下
で
開
拓
に
挑

ん
だ
開
拓
農
家
と
懇
談
さ

れ
、
「
ご
苦
労
も
多
か
っ

た
で
し
ょ
う
」
と
開
拓
者

の
苦
労
を
労
わ
れ
た
。

戦
後
７０
年
の
節
目
と
な

っ
た
１５
年
に
は
、
両
陛
下

の
ご
希
望
に
よ
り
、
戦
後

開
拓
の
歴
史
を
伝
え
る
写

真
な
ど
を
ご
覧
に
な
り
な

が
ら
、
開
拓
農
家
と
交
流

さ
れ
、
再
び
記
念
館
に
も

訪
問
さ
れ
た
。

両
陛
下
の
大
日
向
開
拓

へ
の
ご
行
幸
は
、
コ
ロ
ナ

禍
が
始
ま
る
前
か
ら
４
年

ぶ
り
。
コ
ロ
ナ
の
災
禍
に

阻
ま
れ
た
両
陛
下
と
大
日

向
開
拓
の
絆
だ
っ
た
が
、

久
し
ぶ
り
の
再
会
が
実

現
。
お
出
迎
え
を
し
た
キ

ャ
ベ
ツ
生
産
者（
開
拓
者
）

に
、
両
陛
下
は
笑
顔
で
手

を
振
っ
て
応
え
ら
れ
た
。

開
拓
記
念
碑
の
隣
の
畑

で
花
を
育
て
て
い
る
星
野

悦
子
さ
ん
（
７４
歳
）
は
、

両
親
が
開
拓
１
世
。
「
両

親
は
旧
満
州
（
現
中
国
東

北
部
）
か
ら
引
き
揚
げ
て

き
て
、
大
変
な
思
い
を
し

た
と
思
う
。
両
陛
下
に
は

心
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
て

本
当
に
あ
り
が
た
い
」
と

感
謝
を
示
し
た
。

両
陛
下
が
大
日
向
開
拓

に
思
い
を
寄
せ
ら
れ
ご
訪

問
下
さ
っ
た
こ
と
で
、
開

拓
者
の
次
世
代
に
も
誇
り

と
未
来
へ
の
希
望
が
受
け

継
が
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

なつかしい大日向開拓地で笑顔を浮かべられる両陛下（写真提供：宮内庁）

Ｊ
Ａ
全
農
は
９
月
２１
日
、

第
３
四
半
期
（
１０
〜
１２
月
）

の
配
合
飼
料
供
給
価
格
を
前

期
（
７
〜
９
月
）
よ
り
、
全

国
全
畜
種
総
平
均
で
２
７
０

０
円
／
㌧
下
げ
る
と
発
表
し

た
。
値
下
が
り
す
る
の
は
４

期
連
続
と
な
る
。

飼
料
情
勢
と
し
て
は
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
が
米
国
産
地
で

７
月
下
旬
以
降
受
粉
に
適
し

た
天
候
が
続
い
た
こ
と
で
、

シ
カ
ゴ
定
期
は
軟
調
な
展
開

と
な
っ
た
。
大
豆
粕
は
、
主

要
輸
入
国
で
あ
る
中
国
の
大

豆
粕
価
格
が
堅
調
な
需
要
に

よ
り
上
昇
し
て
い
る
こ
と
に

加
え
、
為
替
円
安
の
影
響
な

ど
か
ら
値
上
が
り
が
見
込
ま

れ
る
。

海
上
運
賃
は
、
北
米
産
新

穀
の
輸
出
が
本
格
化
す
る
こ

と
か
ら
、
堅
調
に
推
移
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

外
国
為
替
は
、
日
米
金
利

差
な
ど
の
円
安
要
因
が
続
く

も
の
の
、
米
国
に
お
い
て
金

利
上
昇
に
よ
る
景
気
悪
化
懸

念
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
進

一
退
の
相
場
展
開
か
。

配
合
飼
料
価
格
は
４
期
連

続
の
値
下
げ
に
な
る
も
の

の
、
高
止
ま
り
の
状
況
は
改

善
し
き
れ
て
い
な
い
（
図
参

照
）
。

２０
年
度
第
１
四
半
期
と
比

べ
る
と
、
２
万
６
千
円
／
㌧

以
上
高
く
な
っ
て
い
る
。

畜
産
業
界
の
危
機
的
状
況

は
続
い
て
お
り
、
さ
ら
な
る

国
に
よ
る
抜
本
的
な
対
策
が

望
ま
れ
る
。

な
お
、
２３
年
度
第
２
四
半

期
（
７
〜
９
月
）
に
つ
い
て

も
、
公
益
社
団
法
人
配
合
飼

料
供
給
安
定
機
構
よ
り
「
緊

急
補
て
ん
交
付
金
」
を
含
め

た
補
て
ん
金
が
交
付
さ
れ
る

予
定
。
正
式
な
補
て
ん
金
交

付
通
知
は
１１
月
初
旬
と
な
る

見
込
み
。

全
国
開
拓
農
業
協
同
組
合

連
合
会
（
全
開
連
）
は
１０
月

２７
日
、
東
京
・
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
市
ヶ
谷
で
第
７５
回
通
常
総

会
を
開
催
す
る
。
総
会
に
先

立
ち
、
１０
月
３
日
に
全
開
連

会
議
室
で
北
海
道
・
東
北
・

関
東
・
中
部
関
西
地
区
の
、

５
日
に
は
熊
本
県
人
吉
市
で

九
州
地
区
の
「
事
業
概
況
説

明
会
」
を
開
催
。
総
会
提
出

議
案
が
会
員
に
説
明
さ
れ
、

意
見
聴
取
が
行
わ
れ
た
。

提
出
議
案
は
、
第
１
号
議

案
＝
第
７５
年
度
事
業
報
告
、

貸
借
対
照
表
、損
益
計
算
書
、

注
記
表
、
余
剰
金
処
分（
案
）

及
び
附
属
明
細
書
承
認
に
つ

い
て
、
第
２
号
議
案
＝
第
７６

年
度
（
２３
年
８
月
１
日
〜
２４

年
７
月
３１
日
）
事
業
計
画
設

定
に
つ
い
て
、
第
３
号
議
案

＝
第
７６
年
度
を
初
年
度
と
す

る
第
１２
次
中
期
３
ヵ
年
計
画

設
定
に
つ
い
て
、
第
４
号
議

案
＝
第
７６
年
度
理
事
及
び
監

事
の
報
酬
に
つ
い
て
、
第
５

号
議
案
＝
退
任
理
事
に
対
す

る
退
任
給
与
金
の
支
出
に
つ

い
て
―
の
５
議
案
と
付
帯
決

議
案
。

第
２
号
議
案
で
示
さ
れ
る

第
７６
年
度
事
業
計
画
（
案
）

で
は
、
中
期
３
ヵ
年
計
画
の

初
年
度
で
、
ま
た
人
吉
食
肉

セ
ン
タ
ー
、
ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー

ト
㈱
本
社
工
場
が
復
活
し
た

年
で
も
あ
り
、
会
員
と
一
体

と
な
っ
て
生
産
・
販
売
事
業

を
展
開
す
る
と
し
て
い
る
。

基
本
方
針
は
次
の
と
お
り
。

【
基
本
方
針
】

開
拓
地
に
お
け
る
酪
農
・

畜
産
事
業
は
、
日
本
国
民
の

食
文
化
の
一
翼
を
担
っ
て
き

ま
し
た
。
本
会
は
今
後
も
日

本
の
畜
産
業
の
維
持
・
拡
大

の
た
め
会
員
と
一
体
と
な
っ

て
事
業
に
取
り
組
み
、
開
拓

組
織
の
「
顔
の
見
え
る
畜
産

専
門
連
」
と
し
て
の
優
位
性

を
最
大
限
に
発
揮
し
た
生
産

・
販
売
事
業
を
展
開
い
た
し

ま
す
。

中
期
３
ヵ
年
計
画
の
初
年

度
で
あ
る
今
期
は
、
厳
し
い

事
業
計
画
と
な
り
ま
し
た

が
、
業
績
回
復
に
向
け
会
員

の
利
用
結
集
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、人
吉
食
肉
セ
ン
タ
ー
、

ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
㈱
が
操
業

再
開
の
運
び
と
な
り
ま
す
の

で
、
会
員
の
協
力
を
得
て
集

荷
、
部
分
肉
販
売
に
全
力
で

取
り
組
み
ま
す
。

⑴
会
員
と
一
体
と
な
っ
た

専
門
農
協
と
し
て
の
強
固
な

組
織
づ
く
り

⑵
生
産
性
向
上
の
た
め
の

目
標
に
沿
っ
た
経
営
・
技
術

指
導
の
実
施

⑶
低
廉
・
良
質
な
生
産
資

材
の
開
発
と
供
給

⑷
部
分
肉
の
国
内
外
で
の

有
利
販
売
体
制
の
強
化

⑸
業
務
の
効
率
化
に
よ
る

経
営
体
質
の
改
善

⑹
会
員
と
の
事
務
処
理
の

共
通
化
に
よ
る
事
務
効
率
化

岸
田
文
雄
首
相
は
９
月
１３

日
、
第
２
次
岸
田
第
２
次
改

造
内
閣
を
発
足
さ
せ
た
。
農

林
水
産
大
臣
に
は
、
宮
下
一

郎
氏
（
６５
歳
、
自
民
党
、
衆

院
・
長
野
５
区
、
当
選
６

回
）
を
起
用
し
た
。

宮
下
氏
は
東
京
大
学
経
済

学
部
卒
業
後
、
銀
行
員
と
し

て
約
８
年
務
め
た
。そ
の
後
、

父
で
あ
る
宮
下
創
平
議
員
の

秘
書
と
し
て
、
防
衛
庁
長
官

秘
書
官
、
厚
生
大
臣
秘
書
官

な
ど
を
歴
任
し
た
後
、
０３
年

の
衆
院
選
で
初
当
選
す
る
。

当
選
後
は
、
財
務
副
大

臣
、
自
民
党
「
中
山
間
地
農

業
を
元
気
に
す
る
」委
員
長
、

内
閣
府
副
大
臣
、
自
民
党
政

務
調
査
会
農
林
部
会
長
な
ど

を
務
め
た
。

ま
た
、
政
府
は
９
月
１５
日

の
閣
議
で
、
副
大
臣
の
人
事

を
決
め
た
。
農
林
水
産
副
大

臣
に
は
、
武
村
展
英
氏
（
５１

歳
、
自
民
党
、
衆
院
・
滋
賀

３
区
、
当
選
４
回
）
と
鈴
木

憲
和
氏
（
４１
歳
、
自
民
党
、

衆
院
・
山
形
２
区
、
当
選
４

回
）
が
就
任
し
た
。

農
水
大
臣
に
宮
下
氏
起
用

配
合
飼
料
価
格
４
期
連
続
下
げ

第
２
次
岸
田
再
改
造
内
閣
発
足

上
皇
上
皇
后
両
陛
下

上
皇
上
皇
后
両
陛
下

下
げ
幅
は
小
さ
く
高
止
ま
り
は
継
続

長
野
県
・
大
日
向
開
拓
地
を
ご
訪
問

長
野
県
・
大
日
向
開
拓
地
を
ご
訪
問

顔
の
見
え
る
畜
産
専
門
連
と
し
て

全
開
連
２３
年
度
事
業
計
画
案

・「食料・農業 知っておきたい話」―１２６―（２面）
・北海道チクレン業務推進会議・肉牛部会（３面）
・三方原 松浦さん、壮絶な体験を講演（静岡）（４面）
・農地の悩み解決へ支援策を紹介（北陸農政局）

（５面）
・廃珪藻土で堆肥化コスト削減（千葉） （６面）
・ゆうき青森「酪農・畜産まつり２０２３」 （７面）
・畜産物需給見通し （８面）

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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Ｊ
ミ
ル
ク
は
９
月
２９
日
、

２３
年
度
の
生
乳
・
牛
乳
乳
製

品
の
需
給
見
通
し
を
公
表
し

た
。
７
月
ま
で
の
生
乳
生
産

量
デ
ー
タ
や
乳
用
牛
飼
養
頭

数
な
ど
に
基
づ
く
、
最
終
予

測
。全

国
の
生
乳
生
産
量
は
、

前
年
度
比
３
・
２
％
減
の
７

２
９
万
５
千
㌧
と
２
年
連
続

の
減
産
と
な
る
見
通
し
（
表

１
）
。
前
回
見
通
し
（
７
月

２８
日
）
か
ら
９
万
８
千

㌧
下
方
修
正
さ
れ
た
。

生
乳
生
産
量
減
少
の
要

因
に
つ
い
て
は
、
猛
暑

に
よ
る
乳
量
低
下
が
大

き
な
要
因
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
が
、
供
給
過
多

の
是
正
の
た
め
に
経
産

牛
頭
数
を
減
ら
し
た
こ

と
も
関
係
し
て
い
る
。

こ
の
見
通
し
で
は
、
酪
農
経

営
改
善
緊
急
支
援
事
業
（
経

産
牛
早
期
リ
タ
イ
ア
事
業
）

の
効
果
は
考
慮
し
て
い
な
い

が
、
８
月
ま
で
は
実
績
と
し

て
反
映
さ
れ
て
い
る
。

上
期
の
生
産
量
は
前
年
を

下
回
る
推
移
と
な
っ
て
い
る

が
、
下
期
に
向
か
っ
て
わ
ず

か
な
が
ら
搾
乳
牛
頭
数
が
増

加
す
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と

や
、
北
海
道
に
お
け
る
今
年

度
産
の
自
給
粗
飼
料
が
比
較

的
良
質
で
あ
る
の
で
、
冬
期

は
減
少
率
が
縮
小
す
る
も
の

と
想
定
さ
れ
る
。

一
方
、
牛
乳
等
生
産
量

（
Ｊ
ミ
ル
ク
需
給
見
通
し
に

お
い
て
は
、
「
牛
乳
」
「
加

工
乳
」
「
成
分
調
整
牛
乳
」

「
乳
飲
料
」
の
４
品
計
を

「
牛
乳
類
」
と
定
義
し
、
こ

れ
に
「
は
っ
酵
乳
」
を
加
え

た
も
の
を
「
牛
乳
等
」
と
し

て
い
る
。
な
お
、
牛
乳
等
の

製
造
量≒

需
要
量
と
し
て
捉

え
ら
れ
る
。）
の
見
通
し
は
、

牛
乳
類
は
前
年
比
９７
・
７
％

の
４
５
０
万
４
千
㌔
㍑
。
は

っ
酵
乳
は
同
９４
・
２
％
の
９７

万
９
千
㌔
㍑
と
見
込
ん
だ
。

前
回
見
通
し
か
ら
、
牛
乳
類

が
８
万
９
千
㌔
㍑
、
は
っ
酵

乳
が
１
万
４
千
㌔
㍑
そ
れ
ぞ

れ
上
方
修
正
さ
れ
た
。

飲
用
等
向
け
・
は
っ
酵
乳

等
向
け
の
生
乳
取
引
価
格
が

改
定
と
な
っ
た
８
月
は
、
牛

乳
類
が
前
年
比
９７
・
９
％
、

は
っ
酵
乳
は
９２
・
７
％
と
な

っ
た
。

２３
年
度
の
牛
乳
類
の
販
売

動
向
は
表
２
の
と
お
り
。
８

月
に
乳
価
が
１０
円
／
㌔
上
が

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
製
品
の

販
売
価
格
も
１５
円
／
個
以
上

値
上
が
り
し
た
。
販
売
個
数

の
前
年
比
を
み
る
と
、
牛
乳

の
減
少
は
今
の
と
こ
ろ
あ
ま

り
多
く
な
い
よ
う
だ
。
９
月

の
個
数
前
年
比
は
９６
・
５
％

で
、
値
上
が
り
前
の
７
月
の

９５
・
９
％
と
は
ほ
と
ん
ど
差

が
な
い
。
牛
乳
が
高
く
な
っ

た
分
、
逆
に
比
較
的
安
価
な

乳
飲
料
は
増
加
傾
向
に
あ

る
。

国
際
情
勢
も
さ
ら
に
悪
化

し
、
猛
暑
も
あ
っ
て
、
国
内

農
家
の
疲
弊
も
さ
ら
に
深
刻

化
し
て
い
る
が
、
国
内
農
業

振
興
に
よ
る
自
給
率
向
上
の

た
め
の
政
府
の
抜
本
的
な
対

策
は
出
さ
れ
ず
、
一
方
で
、

昆
虫
食
や
人
工
肉
、
無
人
農

場
な
ど
の
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
投

資
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
酪
農
で
は
、
需
給
が
ひ

っ
迫
基
調
を
呈
し
つ
つ
あ
る

の
に
国
内
で
は
生
産
抑
制
を

続
け
、
バ
タ
ー
輸
入
枠
の
拡

大
が
行
わ
れ
る
と
い
う
不
条

理
な
事
態
に
な
っ
て
い
る
。

高
ま
る
リ
ス
ク

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

穀
物
積
出
港
の
攻
撃
を
７
月

か
ら
再
開
し
、
イ
ン
ド
は
世

界
の
輸
出
の
４
割
を
占
め
る

コ
メ
の
輸
出
の
多
く
を
７
月

か
ら
停
止
し
、
紛
争
に
備
え

て
中
国
は
人
口
１４
億
人
が
１

年
半
食
べ
ら
れ
る
だ
け
の
穀

物
を
備
蓄
す
る
た
め
に
買
い

占
め
て
い
る
と
い
う
。
国
際

情
勢
は
さ
ら
に
悪
化
し
て
い

る
。一

方
、
日
本
の
穀
物
備
蓄

能
力
は
１
・
５
〜
２
ヵ
月
だ
。

こ
の
点
で
も
ま
っ
た
く
危
機

へ
の
備
え
に
雲
泥
の
差
が
あ

る
。
今
は
、
海
外
か
ら
食
料

や
生
産
資
材
の
輸
入
が
滞
り

つ
つ
あ
る
危
機
が
増
大
し
て

い
る
。

飼
料
に
加
え
て
、
種
と
肥

料
も
考
慮
し
て
、
直
近
の
農

水
省
デ
ー
タ
か
ら
実
質
的
自

給
率
を
試
算
す
る
と
、
２
０

２
２
年
の
日
本
の
食
料
自
給

率
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）
は

３７
・
６
％
と
な
る
が
、
こ
れ

に
肥
料
の
輸
入
が
止
ま
っ
て

収
量
が
半
分
に
な
る
こ
と
を

想
定
す
る
と
、
自
給
率
は
２２

％
ま
で
落
ち
る
。
同
じ
く
、

種
が
止
ま
る
と
想
定
す
る
と

さ
ら
に
下
が
り
９
・
２
％
だ
。

（
下
表
参
照
）

国
内
生
乳
生
産
を

抑
制
し
、
バ
タ
ー
輸

入
枠
を
拡
大
す
る
愚

ど
う
見
て
も
、
国
内
生
産

の
強
化
が
必
要
な
状
況
だ

が
、
現
実
の
政
策
は
逆
行
し

て
い
る
。
と
り
わ
け
酪
農
で

は
、
需
給
が
ひ
っ
迫
基
調
を

呈
し
つ
つ
あ
る
の
に
国
内
で

は
生
産
抑
制
を
続
け
、
国
の

バ
タ
ー
輸
入
枠
の
拡
大
が
行

わ
れ
る
と
い
う
不
条
理
な
事

態
に
な
っ
て
い
る
。

多
く
の
乳
業
メ
ー
カ
ー
も

増
産
が
必
要
と
表
明
し
て
い

る
の
に
、
生
産
抑
制
を
始
め

た
以
上
、
い
ま
さ
ら
旗
を
降

ろ
せ
な
い
か
の
よ
う
な
こ
と

を
言
っ
て
い
た
ら
、
事
態
が

悪
化
し
て
か
ら
、
さ
ら
に
厳

し
い
責
任
問
題
に
な
り
か
ね

な
い
と
思
わ
れ
る
。

牛
乳
・
乳
製
品
の
６
割
が

輸
入
と
い
う
こ
と
は
、
国
産

は
そ
も
そ
も
足
り
て
い
な

い
。
減
産
で
は
な
く
増
産
し

て
輸
入
か
ら
国
産
に
置
き
換

え
る
需
要
創
出
（
特
に
チ
ー

ズ
）
こ
そ
今
必
要
な
の
で
あ

る
。し

か
し
、
こ
の
現
実
を
目

の
当
た
り
に
し
て
も
、
２４
年

ぶ
り
に
改
定
さ
れ
る
「
食
料

・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
に

お
い
て
も
「
食
料
自
給
率
向

上
」
と
い
う
文
言
が
一
度
も

出
て
こ
な
い
の
が
農
政
の
現

実
で
あ
る
。（

次
号
に
続
く
）

第126回

米
国
農
務
省
は
９
月
１２
日

（
現
地
時
間
）
、
２３
／
２４
年

度
（
９
月
〜
翌
８
月
）
の
世

界
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
需
給
予

測
値
を
更
新
し
た
。

世
界
の
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
生
産
量
は
１２
億
１
４

２
９
万
㌧
（
前
年
度
比

５
・
１
％
増
）
と
、
前

月
か
ら
７９
万
㌧
上
方
修

正
さ
れ
、
前
年
度
を
や

や
上
回
り
、
過
去
２
番

目
の
生
産
量
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。

地
域
別
に
み
る
と
、

米
国
の
収
穫
面
積
と
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
単
収
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
。
ま

た
、
Ｅ
Ｕ
で
は
フ
ラ
ン

ス
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
減

産
が
見
込
ま
れ
る
一
方
で
、

ド
イ
ツ
の
増
産
が
見
込
ま

れ
、
Ｅ
Ｕ
全
体
と
し
て
は
下

方
修
正
さ
れ
た
。

輸
入
量
は
、
世
界
全
体
で

１
億
８
７
１
２
万
㌧
（
同
６

・
６
％
増
）
、
こ
の
う
ち
中

国
が
２
３
０
０
万
㌧
（
同
２４

・
３
％
増
）
と
な
っ
て

い
る
。

輸
出
量
は
、
各
地
域

と
も
前
月
か
ら
動
き
が

な
く
、
世
界
全
体
で
は

１
億
９
６
１
９
万
㌧

（
同
８
・
０
％
増
）
と

な
っ
て
い
る
。

消
費
量
は
、
世
界
全

体
で
１１
億
９
９
７
７
万

㌧
（
同
２
・
８
％
増
）

と
前
月
か
ら
６０
万
㌧
下

方
修
正
さ
れ
た
。
地
域

別
で
は
、
主
要
消
費
国

で
あ
る
米
国
お
よ
び
中

国
が
据
え
置
か
れ
た
中

で
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
が
上
方

修
正
さ
れ
た
一
方
、
カ
ナ
ダ

お
よ
び
Ｅ
Ｕ
が
下
方
修
正
さ

れ
た
。

農
水
省
は
９
月
２９
日
、
バ

タ
ー
及
び
脱
脂
粉
乳
の
２３
年

度
輸
入
枠
数
量
の
検
証
結
果

を
発
表
し
た
。

今
年
１
月
に
制
定
し
た
輸

入
枠
数
量
（
生
乳
換
算
で
１３

万
７
千
㌧
）
を
据
え
置
い

た
。
ま
た
、
事
業
者
の
要
望

等
を
踏
ま
え
、
バ
タ
ー
１
万

３
２
０
㌧
（
５
月
検
証
か
ら

２
３
２
０
㌧
増
）、脱
脂
粉
乳

７
５
０
㌧
（
同
据
え
置
き
）

と
し
た
。

国
家
貿
易
に
よ
る
輸
入
枠

数
量
は
、
同
省
が
毎
年
１
月

に
翌
年
度
分
を
示
し
、
５
月

と
９
月
に
検
証
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。
２３
年
度
の
輸

入
枠
数
量
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世

界
貿
易
機
関
）
で
約
束
し
て

い
る
数
量
（
カ
レ
ン
ト
・
ア

ク
セ
ス
、
生
乳
換
算
で
１３
万

７
千
㌧
）
と
し
、
５
月
の
検

証
で
は
据
え
置
い
て
い
た
。

バ
タ
ー
の
消
費
が
増
加
傾

向
で
推
移
し
て
い
る
一
方
、

脱
脂
粉
乳
は
生
産
量
が
消
費

量
を
上
回
っ
て
い
る
。
８
月

末
時
点
の
在
庫
量
は
、
バ
タ

ー
が
２
万
８
１
２
３
㌧
（
前

年
同
月
差
１
万
２
８
４
１
㌧

減
）
、
脱
脂
粉
乳
６
万
３
４

１
０
㌧
（
３
万
３
３
９
８
㌧

減
）
だ
っ
た
。

表１ ２３年度の生乳生産量
（千㌧）

生乳生産量
前年比％
９５．６
９５．６
９６．３
９５．５
９４．１
９４．５
９５．５
９６．６
９７．８
９８．８
１０３．０
９９．３
９５．８
９４．７
９６．６
１００．３
９６．８

（８月まで実績）
６２８
６４９
６１９
６１６
５９０
５７３
５９４
５７７
６０８
６１７
５８８
６３７

１，８９６
１，７８０
１，７７８
１，８４１
７，２９５

４月
５月
６月
７月
８月
９月
１０月
１１月
１２月
１月
２月
３月

第１四半期
第２四半期
第３四半期
第４四半期
年度計

表２ 牛乳類の月別販売動向
（単位：％、円）

品目 区分 ２３／４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

トータル
個数前年比 ９６．０ ９５．７ ９５．１ ９５．５ ９４．８ ９７．１

販売単価 １９９．６ １９９．９ １９９．９ ２００．０ ２１５．３ ２１７．１

牛乳
個数前年比 ９６．５ ９６．４ ９６．０ ９５．９ ９４．２ ９６．５

販売単価 ２０７．１ ２０７．２ ２０７．１ ２０７．３ ２２４．３ ２２６．７

成分調整
牛乳

個数前年比 ８４．５ ８４．６ ８４．４ ８６．７ ８３．８ ８１．９

販売単価 １９２．２ １９２．７ １９２．８ １９２．７ ２０８．４ ２１０．４

加工乳
個数前年比 ９５．６ ９０．７ ８９．９ ９２．７ ９４．５ １００．０

販売単価 ２０５．８ ２０９．７ ２１０．５ ２１０．８ ２２２．１ ２２０．９

乳飲料
個数前年比 ９９．３ ９８．８ ９６．８ ９８．２ １０４．３ １０８．０

販売単価 １６３．１ １６３．９ １６４．１ １６３．８ １７２．９ １７３．８
表１､２はＪミルクの資料より作成 ８月値上げ

日本の実質食料自給率の試算

品目 総供給熱量
（kcal）

国産熱量
（kcal）

自給率
（％）

肥料輸入
停止時の
国産熱量

（収量半減）

収量半減時
の自給率

種自給率１０％
を考慮した
国産熱量＊＊

飼料、肥料、
種を考慮した
実質自給率

米 ４７６ ４７４ ９９．６ ２３７ ４９．８ ２３．７ ５．０
小麦 ２９９ ４７ １５．７ ２３．５ ７．９ ２．４ ０．８
いも類 ４１ ２６ ６３．４ １３ ３１．７ １３ ３１．７
でん粉 １５４ １２ ７．８ ６ ３．９ ６ ３．９
大豆 ７３ １８ ２４．７ ９ １２．３ ０．９ １．２
野菜 ６６ ５０ ７５．８ ２５ ３７．９ ２．５ ３．８
果実 ６６ ２０ ３０．３ １０ １５．２ １０ １５．２
畜産物＊ ４０６ ６８ １６．７ ６８ １６．７ ６８ １６．７
魚介類 ７８ ３９ ５０．０ ３９ ５０．０ ３９ ５０．０
砂糖類＊＊＊ １８５ ６３ ３４．１ ３１．５ １７．０ ９．５ ５．１
油脂類 ３２７ ９ ２．８ ９ ２．８ ９ ２．８
その他 ８６ ２５ ２９．１ ２５ ２９．１ ２５ ２９．１
合計 ２２５９ ８５０ ３７．６ ４９６ ２２．０ ２０８．９ ９．２

資料：農水省による２０２２年度食料自給率を基に鈴木宣弘が試算。
＊飼料自給率を反映した数値。
＊＊野菜の種の自給率１０％が米・麦・大豆でも現実になったと仮定。
＊＊＊てん菜の種の自給率が約３割であることも考慮した。しない場合の実質自給率は、１０．２％。

食料・農業危機の深刻化と
迷走する政策ベクトル ㊤
食料・農業危機の深刻化と
迷走する政策ベクトル ㊤
東京大学教授 鈴木宣弘氏

トウモロコシ生産量史上２位

脱
脂
粉
乳
等
輸
入
枠
据
え
置
き

生
乳
生
産
量
下
期
は
持
ち
直
す
か

Ｊ
ミ
ル
ク
２３
年
度

需
給
見
通
し
牛
乳
値
上
げ
で
販
売
数
減
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第
６７
回
岩
手
県
畜
産
共
進

会
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
の
部

が
９
月
１
日
、
滝
沢
市
の
Ｊ

Ａ
全
農
い
わ
て
中
央
家
畜
市

場
で
開
催
さ
れ
、
岩
手
花
平

農
協
（
花
平
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

改
良
同
志
会
）
の
鈴
木
稔
さ

ん
が
経
産
牛
の
部
で
見
事
名

誉
賞
（
Ｇ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）

に
輝
い
た
。
稔
さ
ん
の
こ
の

共
進
会
で
の
名
誉
賞
受
賞

は
、
１４
年
の
５８
回
大
会
以
来

２
度
目
と
な
る
。

稔
さ
ん
の
出
品
牛
（
セ
ブ

ン
ス
ヘ
ブ
ン
Ｂ
Ｊ
チ
ッ
プ
ク

ラ
ッ
シ
ュ
）は
、
第
９
部（
経

産
・
４
〜
５
歳
未
満
）
で
優

勝
し
、
他
の
部
の
１
位
と
競

っ
た
結
果
、
経
産
牛
総
勢
５０

頭
の
頂
点
に
立
っ
た
。

稔
さ
ん
は
、
４
月
２２
日
に

く
ず
ま
き
高
原
で
開

催
さ
れ
た
「
岩
手
県

北
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ー
」

で
も
Ｇ
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
を
獲
得
し
て
お

り
、２
冠
と
な
っ
た
。

花
平
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
改
良
同
志
会
で

は
、
地
域
全
体
で
乳

牛
の
改
良
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

北
海
道
チ
ク
レ
ン
農
業
協

同
組
合
連
合
会
（
以
下
、
北

海
道
チ
ク
レ
ン
）は
１０
月
５
、

６
日
の
両
日
、
北
見
市
に
お

い
て
業
務
推
進
会
議
・
肉
牛

部
会
研
修
会
を
開
催
し
た
。

こ
こ
数
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中

止
さ
れ
て
い
た
が
、
４
年
ぶ

り
に
開
催
さ
れ
、
全
道
か
ら

肉
牛
生
産
者
、
会
員
農
協
職

員
ら
総
勢
４０
名
以
上
が
集
結

し
た
。

１
日
目
は
、
ホ
テ
ル
黒
部

で
研
修
が
行
わ
れ
、
冒
頭
の

挨
拶
で
北
海
道
チ
ク
レ
ン
の

伊
藤
重
敏
理
事
長
が
「
諸
物

価
の
高
騰
に
よ
り
、
牛
肉
消

費
が
落
ち
込
ん
で
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、
牛
肉
加
工

品
の
新
し
い
ア
イ
テ
ム
の
開

発
等
に
よ
る
消
費
拡
大
に
努

め
て
い
き
ま
す
。
久
し
ぶ
り

の
研
修
で
、
会
員
の
皆
様
の

繋
が
り
が
よ
り
強
く
な
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。
」
と
述

べ
た
。

講
演
は
、
地
方
独
立
行
政

法
人
北
海
道
立
総
合
研
究
機

構
農
業
研
究
本
部
畜
産
試
験

場
の
担
当
者
２
名
が
行
っ

た
。
家
畜
衛
生
グ
ル
ー
プ
研

究
主
幹
の
櫻
井
由
絵
氏
が

「
農
場
防
疫
に
つ
い
て
」
、

技
術
普
及
室
主
査
の
糟
谷
広

高
氏
が
「
肥
育
生
産
技
術
の

向
上
」と
題
し
て
講
演
し
た
。

「
農
場
防
疫
に
つ
い
て
」

で
は
、
基
本
的
な
防
疫
体
制

に
つ
い
て
、
改
め
て
詳
し
く

研
修
し
た
。

「
肥
育
生
産
技
術
の
向
上
」

で
は
、
飼
養
管
理
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
１
頭
当
た
り
の
飼

槽
幅
を
６０
㌢
以
上
取
り
、
自

由
に
摂
取
で
き
る
こ
と
が
望

ま
し
い
、
と
し
た
。
ま
た
、

配
合
飼
料
価
格
高
騰
の
お

り
、
肥
育
で
の
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
サ
イ
レ
ー
ジ
の
給
与
が
推

奨
さ
れ
た
。

２
日
目
は
、
㈱
北
海
道
チ

ク
レ
ン
ミ
ー
ト
北
見
工
場
に

お
い
て
、
牛
枝
肉
の
視
察
研

修
が
行
わ
れ
た
。
自
分
た
ち

が
育
て
た
牛
の
枝
肉
を
み

て
、
今
後
の
飼
養
管
理
に
役

立
て
る
研
修
と
な
っ
た
。

ま
た
、
現
在
北
海
道
チ
ク

レ
ン
は
肥
育
後
期
の
配
合
飼

料
に
１０
％
の
国
産
米
を
入
れ

る
試
験
を
行
っ
て
お
り
、
従

来
の
飼
料
を
給
与
し
た
牛
の

枝
肉
と
の
比
較
も
行
っ
た
。

北
海
道
チ
ク
レ
ン
で
は
、

１７
戸
の
肉
牛
肥
育
農
家
が
委

託
生
産
を
行
っ
て
お
り
、
全

頭
㈱
北
海
道
チ
ク
レ
ン
ミ
ー

ト
で
と
畜
さ
れ
、
生
活
ク
ラ

ブ
生
協
な
ど
全
国
に
販
売
さ

れ
て
い
る
。

農
水
省
は
８
月
３０
日
、
２２

年
度
の「
日
本
型
直
接
支
払
」

（
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

交
付
金
、
環
境
保
全
型
農
業

直
接
支
払
交
付
金
、
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
）
の
実
施

状
況
を
公
表
し
た
。

▽
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金

農
業
生
産
条
件
の
不
利
な

中
山
間
地
域
等
に
お
い
て
、

集
落
等
を
単
位
に
、
農
用
地

を
維
持
・
管
理
し
て
い
く
た

め
の
協
定
を
締
結
し
、
そ
れ

に
従
っ
て
農
業
生
産
活
動
を

行
う
場
合
に
、
面
積
に
応
じ

て
一
定
額
を
交
付
す
る
。

２２
年
度
の
協
定
数
は
、
２

万
４
３
１
２
件
で
前
年
と
ほ

ぼ
同
数
で
、
交
付
金
の
交
付

面
積
は
、
６０
万
２
０
９
１
㌶

で
前
年
比
１
％
増
と
な
っ

た
。集

落
協
定
の
内
容
と
し
て

は
、
「
将
来
に
わ
た
り
農
業

生
産
活
動
等
が
可
能
と
な
る

集
落
内
の
実
施
体
制
構
築
」

が
８８
％
で
最
も
多
か
っ
た
。

▽
環
境
保
全
型
農
業
直
接

支
払
交
付
金

農
業
者
の
組
織
す
る
団
体

や
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す

農
業
者
等
を
対
象
に
、
化
学

肥
料
、
化
学
合
成
農
薬
を
５

割
以
上
低
減
す
る
取
り
組
み

と
合
わ
せ
て
行
う
地
球
温
暖

化
防
止
や
、
生
物
多
様
性
保

全
等
に
効
果
の
高
い
営
農
活

動
を
支
援
。

実
施
市
町
村
数
は
８
５
２

で
全
市
町
村
の
５０
％
に
の
ぼ

り
、
前
年
比
１
％
増
と
な
っ

た
。
実
施
面
積
も
８
万
２
８

０
３
㌶
で
１
％
増
と
な
っ

た
。支

援
対
象
取
り
組
み
別
の

実
施
面
積
は
、
地
域
特
任
取

り
組
み
の
全
体
に
占
め
る
割

合
が
３１
％
で
最
も
多
く
、
次

い
で
堆
肥
の
施
用
２６
％
、
カ

バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
１９
％
、
有
機

農
業
１５
％
な
ど
と
な
っ
て
い

る
。▽

多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
地
域
共
同
で
行
う
、
多
面

的
機
能
を
支
え
る
活
動
や
、

地
域
資
源
（
農
地
、
水
路
、

農
道
等
）
の
質
的
向
上
を
図

る
活
動
を
支
援
す
る
。

①
農
地
維
持
支
払

農
地
法
面
の
草
刈
り
、
水

路
の
泥
上
げ
な
ど
、
地
域
資

源
の
基
礎
的
保
全
活
動
等
を

支
援
。
２
万
５
９
６
７
組
織

が
活
動
し
て
お
り
、
前
年
と

ほ
ぼ
同
数
。

②
資
源
向
上
支
払

水
路
、
農
道
、
た
め
池
の

長
寿
命
化
の
た
め
の
補
修
、

景
観
形
成
や
生
態
系
保
全
な

ど
の
農
村
環
境
保
全
活
動
等

を
支
援
。
２
万
５
７
０
組
織

が
活
動
し
て
お
り
、
活
動
内

容
と
し
て
は
景
観
形
成
・
生

活
環
境
保
全
が
一
番
多
く
１

万
９
０
３
７
組
織
だ
っ
た
。

福
島
県
浪
江
町
津
島
（
旧

津
島
村
）
の
沢
先
開
拓
は
、

阿
武
隈
山
系
の
日
山
（
天
王

山
と
呼
ば
れ
る
）
と
太
平
洋

の
間
に
位
置
し
、
標
高
約
４

５
０
㍍
に
あ
る
。
浪
江
町
の

市
街
地
か
ら
北
西
に
２０
㌖
離

れ
て
い
る
。

４５
年
当
時
は
津
島
村
に
は

３
０
０
名
以
上
が
入
植
し

た
。
沢
先
地
区
は
村
の
南
側

の
低
温
多
湿
の
山
間
部
で
、

冬
に
は
１
㍍
以
上
の
積
雪
が

あ
っ
た
。

入
植
と
同
時
に
住
ま
い
の

心
配
が
あ
り
、
か
や
を
使
っ

て
掘
っ
立
て
小
屋

を
作
り
、
食
料
の

心
配
で
は
、
朝
明

け
き
ら
な
い
時
か

ら
開
墾
し
た
。

初
め
は
食
料
難

と
い
う
こ
と
で
、

穀
物
や
野
菜
の
栽

培
が
中
心
で
あ
っ

た
が
、
５３
、
５４
年

の
連
年
の
冷
害
に

よ
り
、
酪
農
が
福

島
県
の
開
拓
事
業

全
体
の
象
徴
と
な

り
、
福
島
県
開
拓

連
が
酪
農
事
業
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
っ
た
。
牛
乳

の
開
拓
系
統
共
販
体
制
が
強

化
さ
れ
、
年
々
数
量
も
伸
び

て
い
っ
た
。

８０
年
に
入
植
３５
周
年
の
開

拓
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
、
そ

の
１５
年
後
に
５０
周
年
の
碑
が

並
ん
で
建
っ
た
。

１１
年
３
月
１１
日
の
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
福
島
原
子
力

発
電
所
事
故
で
、
浪
江
町
全

域
が
帰
還
困
難
区
域
と
な

り
、
全
戸
避
難
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

酪
農
な
ど
の
畜
産
経
営
者

は
、
家
畜
の
処
遇
を
決
め
て

か
ら
の
遅
れ
た
避
難
で
あ
っ

た
。町

を
あ
げ
て
の
懸
命
の
努

力
で
除
染
等
復
興
の
歩
み
を

進
め
、
段
階
的
に
避
難
指
示

解
除
の
地
区
が
増
え
て
き

た
。今

年
の
３
月
３１
日
に
、
津

島
を
含
む
３
ヵ
所
の
特
定
復

興
再
生
拠
点
区
域
（
復
興
拠

点
）
が
避
難
指
示
解
除
と
な

っ
た
が
、
津
島
地
域
は
約
１

５
３
㌶
（
１
・
６
％
）
し
か

解
除
と
な
ら
ず
、
沢
先
開
拓

な
ど
多
く
の
開
拓
地
が
、
帰

還
困
難
区
域
の
ま
ま
だ
っ

た
。
幹
線
道
路
は
通
行
で
き

る
が
、
路
地
に
入
ろ
う
と
す

る
と
通
行
止
め
の
柵
が
あ

る
。今

後
も
、
帰
還
希
望
者
は

申
請
し
て
、
除
染
作
業
を
依

頼
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

こ
れ
ま
で
、
ど
ん
な
逆
境

も
乗
り
越
え
て
き
た
開
拓
魂

を
見
つ
め
て
き
た
２
代
の
碑

が
、
静
か
に
開
拓
者
た
ち
の

帰
り
を
待
っ
て
い
る
。

１０
月
後
半
か
ら
１１
月
に
予

定
さ
れ
て
い
る
開
拓
組
織
の

主
な
行
事
は
次
の
と
お
り
。

１０
月

２０
日

ゆ
う
き
青
森
農
協
枝

肉
共
励
会
（
東
京
）

２１
日

岩
手
花
平
農
協
乳
牛

共
進
会
（
岩
手
）

２３
日

宮
崎
県
乳
肥
農
協
枝

肉
共
進
会
（
宮
崎
）

２６
日

全
開
連
理
事
会

全
国
開
拓
振
興
協
会

理
事
会

２７
日

全
開
連
第
７５
回
通
常

総
会
・
理
事
会
・
監
事
会

全
国
肉
用
牛
枝
肉
共
励

会
（
東
京
食
肉
市
場
）

１１
月

２
日

全
開
連
東
日
本
地
区

開
拓
牛
枝
肉
共
進
会

（
東
京
食
肉
市
場
）

１６
日

全
国
開
拓
代
表
者
大

会
・
全
国
開
拓
青
年
女

性
研
修
会
（
東
京
）

全
国
開
拓
振
興
協
会

講
演
会

３０
日

宮
崎
県
乳
肥
農
協
通

常
総
会

全
開
連
人
事

（
１０
月
１
日
付
）

▽
事
業
推
進
部
付
・
ジ
ャ

パ
ン
ビ
ー
フ
農
協
出
向
（
新

規
）
牧
野
展
也
▽
西
日
本
支

所
（
新
規
）
山
室
綾
▽
食
肉

営
業
部
（
新
規
）
田
畠
美
里

将
来
に
わ
た
る
農
業
体
制
構
築

チクレンミートで枝肉研修チクレンミートで枝肉研修

北海道チクレン 業務推進会議
肉牛部会研修会

２２
年
度「
日
本
型
直
接
支
払
」実
施
状
況

上：１日目、４年振りに集結した会議
下：２日目、枝肉の説明をうける参加者

開拓魂の復活を待つ記念碑
福島県浪江町津島・沢先開拓

セブンスヘブンＢＪチップクラッシュ

鈴
木
稔
さ

ん

見
事
名
誉
賞
を
獲
得

岩
手
県
畜
産
共
進
会
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
部

左
が
３５
周
年
、
右
が
５０
周
年
記
念
碑
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静
岡
県
浜
松
市
の
三
方
原

に
は
戦
後
開
拓
農
家
が
多
数

残
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
自

身
の
経
験
を
伝
え
て
い
る
。

終
戦
記
念
日
間
近
の
８
月

１３
日
、
三
方
原
協
働
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
地
域
づ
く
り

講
座
「
戦
争
と
市
民
の
く
ら

し
」
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
こ

で
、
戦
後
開
拓
農
家
の
松
浦

千
枝
雄
さ
ん
（
９５
歳
）
が
、

ぼ
た
ん

自
著
「
七
ツ
釦
と
牛
飼
い
の

物
語
り
」
か
ら
、
自
ら
の
戦

後
開
拓
に
至
る
ま
で
の
壮
絶

な
半
生
と
戦
争
体
験
か
ら
得

た
教
訓
を
踏
ま
え
、
「
七
つ

釦
と
三
方
原
開
拓
」と
題
し
、

講
演
を
行
っ
た
。

よ

か

れ
ん

◇
兄
を
追
い
か
け
予
科
練

へ
静
岡
県
島
田
市
に
、
５
人

兄
弟
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ

た
千
枝
雄
さ
ん
は
、
兄
・
伸

五
郎
さ
ん
の
こ
と
を
慕
う
お

兄
ち
ゃ
ん
子
。
予
科
練
（
※

旧
日
本
軍
の
「
海
軍
飛
行
予

科
練
習
生
」
と
呼
ば
れ
た
、

少
年
航
空
兵
の
こ
と
）
と
し

て
入
隊
し
た
兄
を
追
い
、
予

科
練
の
試
験
を
受
け
た
根
っ

か
ら
の
軍
国
少
年
だ
っ
た
。

◇
恐
ろ
し
い
予
科
練
生
活

と
、
無
念
に
ま
み
れ
た
終
戦

両
親
の
心
痛
に
後
ろ
髪
を

引
か
れ
な
が
ら
も
、
千
枝
雄

さ
ん
も
予
科
練
に
入
隊
（
千

枝
雄
さ
ん
著
書
・
表
紙
写

真
）。人
吉
海
軍
航
空
隊
に
配

属
と
な
っ
た
。
上
官
の
虫
の

居
所
次
第
で
樫
の
棒
「
バ
ッ

タ
ー
」（
特
攻
精
神
注
入
棒
）

や
固
い
棒
状
の
麻
ロ
ー
プ

（
ス
ト
ッ
パ
ー
）

な
ど
で
ボ
コ
ボ

コ
に
殴
ら
れ
、

し
ご
か
れ
る
日

々
だ
っ
た
。

鬼
班
長
の
バ
ッ
タ
ー
で
の

強
打
に
よ
り
、
実
戦
で
は
な

く
予
科
練
の
施
設
内
で
先
輩

が
息
を
引
き
取
る
と
い
う
、

恐
ろ
し
い
経
験
も
し
た
。
そ

の
時
の
半
旗
の
掲
揚
は
忘
れ

ら
れ
な
い
。

実
戦
で
の
出
撃
寸
前
に
、

終
戦
を
迎
え
る
。
一
時
帰
宅

を
命
じ
ら
れ
、
す
し
詰
め
の

汽
車
で
帰
省
す
る
も
、
し
ば

ら
く
は
、
隊
舎
で
軍
か
ら
聞

か
さ
れ
た
情
報
と
ラ
ジ
オ
等

の
情
報
の
あ
ま
り
の
差
に
混

乱
。
終
戦
を
信
じ
ら
れ
ず
に

い
た
と
い
う
。

◇
兄
の
遺
骨
と
の
対
面
、

悲
痛
胸
に
開
拓
酪
農
で
大
成

敗
戦
の
失
意
の
中
で
戦
後

開
拓
の
三
方
原
に
入
植
。
夜

通
し
歩
き
、
島
田
か
ら
三
方

原
へ
辿
り
着
い
た
。

開
拓
の
最
中
に
、
残
さ
れ

て
い
た
不
発
弾
の
爆
発
に
よ

り
、
破
片
が
腕
を
貫
通
、
足

に
も
傷
口
に
指
が
入
る
ほ
ど

の
大
ケ
ガ
を
負
っ
た
。
激
痛

を
必
死
に
耐
え
、
未
完
治
の

ま
ま
近
し
い
親
戚
の
茂
さ
ん

た
ち
と
一
緒
に
再
び
開
拓
に

勤
し
ん
だ
。
破
傷
風
と
隣
り

合
わ
せ
の
日
々
を
乗
り
越

え
、
三
方
原
に
、
一
緒
に
入

植
し
た
仲
間
と
共
同
体
「
愛

隣
村
」
を
結
成
し
た
。

愛
隣
村
で
は
乳
牛
を
飼
っ

た
が
、
頭
数
も
少
な
い
中
で

何
と
か
牛
乳
を
搾
り
、
量
が

多
く
て
も
少
な
く
て
も
、
肩

に
食
い
込
む
集
乳
缶
を
担
い

で
運
ん
だ
。
手
に
入
っ
て
か

ら
は
自
転
車
を
使
っ
た
が
、

戦
災
で
焼
け
た
の
を
再
生
し

た
も
の
。
自
転
車
ご
と
担
い

で
運
ぶ
時
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
戦
後
の
復
興
に

思
い
を
馳
せ
頑
張
っ
て
い
た

千
枝
雄
さ
ん
だ
っ
た
が
、
愛

隣
村
の
自
主
性
に
任
せ
た
運

営
に
限
界
が
訪
れ
、
４７
年
５

月
、解
散
。さ
ら
に
悪
い
知
ら

せ
が
届
く
。４７
年
７
月
３０
日
、

伸
五
郎
さ
ん
が
白
木
の
箱
で

無
言
の
帰
郷
。
享
年
１８
歳
だ

う
め

っ
た
。
悲
痛
に
呻
く
日
々
だ

っ
た
が
、
歯
を
食
い
し
ば
っ

て
荒
野
を
耕
し
続
け
た
。

そ
の
後
も
千
枝
雄
さ
ん
は

茂
さ
ん
と
一
緒
に
開
拓
を
続

け
た
が
、
５２
年
に
千
枝
雄
さ

ん
の
結
婚
を
機
に
お
互
い
独

立
。
８
・
５
㌕
の
開
拓
鍬
を

原
野
に
打
ち
込
み
、
人
も
牛

も
ラ
ン
プ
生
活
に
戻
り
、
茂

さ
ん
の
牧
場
も
手
伝
い
つ

つ
、
再
び
新
た
な
開
拓
を
始

め
た
。

再
び
１
頭
の
乳

牛
の
導
入
か
ら
は

じ
ま
り
、
何
百
人

も
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
て

き
た「
ハ
マ
マ
ツ
フ
ァ
ー
ム
」

を
築
き
上
げ
、
酪
農
家
と
し

て
大
成
。
７２
年
に
毎
日
全
国

農
業
コ
ン
ク
ー
ル
名
誉
賞
と

日
本
農
林
漁
業
振
興
会
会
長

賞
、
７６
年
に
は
日
本
農
業
賞

を
受
賞
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

に
も
出
演
す
る
大
活
躍
の
開

拓
酪
農
家
と
し
て
、
全
国
各

地
を
飛
び
回
っ
た
。

片
時
も
忘
れ
る
こ
と
の
な

い
、
兄
・
伸
五
郎
さ
ん
へ
の

鎮
魂
と
無
念
を
抱
え
、
戦
争

を
知
ら
な
い
世
代
へ
、
千
枝

雄
さ
ん
は
語
り
部
と
し
て
自

ら
の
悲
痛
な
体
験
を
語
り
継

い
で
い
く
。

農
水
省
は
８
月
３０
日
、
２２

年
新
規
就
農
者
調
査
（
２２
年

２
月
１
日
〜
２３
年
１
月
３１

日
）
の
結
果
を
公
表
し
た
。

新
規
就
農
者
は
４
万
５
８
４

０
人
で
、
前
年
よ
り
１２
・
３

％
減
と
、
大
き
く
落
ち
込

み
、
５
万
人
台
を
割
る
こ
と

に
な
っ
た
。

新
規
自
営
農
業
就
農
者
数

（
実
家
就
農
者
）
は
３
万
１

４
０
０
人
で
、
こ
の
う
ち
４９

歳
以
下
は
６
５
０
０
人
と
な

り
、
前
年
に
比
べ
そ
れ
ぞ
れ

１４
・
９
％
、
９
・
６
％
減
少

し
た
。同
省
は
、農
家
数
自
体

の
減
少
や
、
他
産
業
の
雇
用

情
勢
が
堅
調
な
こ
と
が
要
因

と
分
析
す
る
。

実
家
就
農
者
の
男
女
別
で

は
、
男
性
が
２
万
２
５
７
０

人
（
前
年
比
２１
・
８
％
減
）

に
対
し
、
女
性
は
８
８
３
０

人
で
１０
・
０
％
増
加
し
て
い

る
。
今
後
、
ま
す
ま
す
女
性

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

実
家
就
農
者
で
注
目
さ
れ

る
の
が
、
６０
歳
以
上
で
の
就

農
が
２
万
１
３
０
０
人
で
６７

・
８
％
と
（
図
）
、
７
割
近

く
を
占
め
て
い
る
こ
と
だ
。

こ
れ
は
以
前
か
ら
の
傾
向
で

あ
る
が
、
要
因
と
し
て
他
産

業
で
定
年
退
職
ま
で
勤
め
上

げ
て
か
ら
実
家
に
戻
る
人
が

多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

新
規
参
入
者
数
（
土
地
や

資
金
を
独
自
に
調
達
し
、
新

た
に
農
業
経
営
を
始
め
た
経

営
の
責
任
者
及
び
共
同
経
営

者
）
は
３
８
７
０
人
で
１
・

０
％
増
加
し
た
が
、
４９
歳
以

下
で
は
２
６
５
０
人
で
１
・

０
％
増
加
し
た
。

立
命
館
大
学
な
ど
で
構
成

さ
れ
た
「
ゆ
と
り
う
む
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
野
菜
や
肉

の
冷
凍
保
存
へ
の
意
識
や
知

識
に
つ
い
て
調
査
し
、
そ
の

結
果
を
９
月
２８
日
に
公
表
し

た
。「

冷
凍
保
存
が
向
い
て
い

な
い
と
思
う
」
と
答
え
た
人

の
中
で
は
、
野
菜
、
肉
、
魚

と
も
に
、
「
冷
凍
す
る
と
味

が
損
な
わ
れ
る
」
「
適
切
な

冷
凍
方
法
を
知
ら
な
い
」
と

い
う
理
由
の
回
答
割
合
が
高

か
っ
た
。

そ
こ
で
、
ゆ
と
り
う
む
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
①
１
回

の
調
理
に
必
要
な
分
だ
け
小

分
け
に
し
て
冷
凍
保
存
す
る

②
下
処
理
し
て
保
存
す
る
方

法
な
ど
を
提
案
し
て
い
る
。

個
別
の
冷
凍
方
法
は
図
の

と
お
り
。
下
味
冷
凍
や
冷
凍

・
解
凍
チ
ャ
ー
ト
の
詳
細
は
、

ゆ
と
り
う
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

や
旭
化
成
ホ
ー
ム
プ
ロ
ダ
ク

ツ
㈱
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

確
認
で
き
る
。

下味冷凍のイメージ

一目でわかる！ 冷凍・解凍チャート®

新規就農者５万人を割る
女性の実家就農者は１０％増加

松
浦
さ

ん

が
講
演

壮
絶
な
体
験
を

静
岡

三三

方方

原原

「
七
つ
釦
と
三
方
原
開
拓
」と
題
し

お
肉
や
野
菜
、冷
凍
で
賢
く
消
費

味
損
な
わ
ず
小
分
け
に
食
べ
よ
う

両図ともに旭化成ホームプロダクツ㈱のホームページから

若かりし頃の千枝雄さん。たくさんの研修生と一緒に

写真提供：４枚ともに浜松地域まちづくり協議会

講演を行う千枝雄さん

当時のハママツファームの様子

千枝雄さんの著書の表紙
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中山間地域は、食料生産の場として
重要な役割を担っている。その一方で、
傾斜地が多いなど、条件が不利である
とともに、鳥獣被害の発生、高齢化や
人口減少、担い手不足などの厳しい状
況に置かれている。このような条件下
でも、将来に向けて農業生産を維持し
ていく必要がある。
こうした状況を受け、北陸農政局で
は中山間地域での営農に活用できる支
援策や事業などを検索できる逆引き集
を作成している。同局は８月、「中山
間地域のための逆引き集２０２３」を作成、
公表した。
多くの政策集は支援事業ごとに整理
されているが、そもそも支援事業の名
称が分からないというケースもある。

そこで、この逆引き集では、「課題は
何か」「どんな悩みか」から、活用可
能な支援事業とその内容を検索できる
ようになっている。
同資料の「インデックス編」では、
中山間地域での課題や悩みなどがリス
ト化されており、それぞれの悩みへの
対応策と活用可能な支援事業を調べる
ことができる。「施策編」では、イン
デックス編に記載されている支援事業
について、ポイントや採択要件が紹介
されている。
戦後開拓地は中山間地域に位置する
ことが多いため、支援事業について知
りたい場合は、同逆引き集を活用して
ほしい。同資料は北陸農政局ホームペ

え つ

ージから閲覧・印刷することができる。

農水省が８月１６日に公表した「２３年
産一番茶の摘採面積、生葉収穫量及び
荒茶生産量（主産県）」によると、摘
採面積、１０ａ当たり生葉収量、生葉収
穫量と荒茶生産量の全てが減少してい
る。
主産県（５府県）の生葉収穫量は前
年から９４００ｔ（８％）減の１０万６６００ｔ、
荒茶生産量は１６００ｔ（７％）減の２万
１０００ｔだった。１０ａ当たり生葉収量は、

作柄の良かった前年産から６％減の
４４８㎏となった。摘採面積は、６００ha
（２％）減の２万３８００ha だった。
県別にみると、生葉収穫量は静岡が
４万５２００ｔ（１３％）減で最も多く、次
いで鹿児島が４万４０００ｔ（１％）減、
三重が９９００ｔ（１７％）減だった。荒茶
生産量は静岡９０６０ｔ（１４％）減、鹿児
島８４４０ｔ（４％）増、三重１９６０ｔ（１７％）
減の順で多かった。

農水省は８月３０日、「２２年産指定野
菜（秋冬野菜等）及び指定野菜に準ず
る野菜の作付面積、収穫量及び出荷量」
を公表した。指定野菜のうち、秋植え
バレイショ・冬レタスの２品目で収穫
量の増加が見られたが、他品目は概ね
前年産並み、あるいは減少した。

《指定野菜》
①秋冬野菜
全体の作付面積は８万６５００ha で、前
年産から１９００ha（２％）減少した。収
穫量は７万４０００ｔ（３％）減の２８４万
７０００ｔ、出荷量は３万３０００ｔ（１％）減
の２３５万９０００ｔとなった。
秋冬野菜に指定されている８品目の
収穫量をみると、秋植えバレイショ、
冬キャベツ、冬レタス、秋冬ネギの４
品目で前年産並みか増加となってい
る。最も上がり幅が大きかったのが秋
植えバレイショで、２０００ｔ（６％）増加
した。作付面積は１４０ha（６％）減少し

たが、前年産が不作だった長崎県で生
育が順調だったことなどが影響し、１０
ａ当たり収量は１８０㎏（１２％）増加した。
一方、秋冬ダイコン、冬ニンジン、
秋冬サトイモ、秋冬ハクサイの４品目
で前年産より減少した。最も下がり幅
が大きかったのが秋冬ダイコンと秋冬
ハクサイで、それぞれ４万２３００ｔ
（５％）、２万７７００ｔ（５％）減少し

た。両品目ともに、生産者の高齢化な
どの労力事情による作付中止や規模縮
小が影響している。
②ホウレンソウ
作付面積は１万８９００ha で、４００ha

（２％）減少した。１０ａ当たり収量は
１１１０㎏で、２０㎏（２％）上回った。収
穫量は２０万９８００ｔ、出荷量は１７万９０００
ｔで、ともに前年産並みとなった。

《指定野菜に準ずる野菜》
全体の作付面積は１４万３２００ha で、前
年産に比べ２４００ha（２％）減少した。
収穫量は７万１０００ｔ（３％）減の２１９万

９０００ｔ、出荷量は５万ｔ（３％）減の
１８９万４０００ｔだった。
収穫量が伸びたのは２７品目中７品目
で、最も伸びたのはレンコンで９％増、
カボチャが５％増と続いた。いずれも
天候に恵まれ生育が順調だった。
収穫量が減った品目をみると、ゴボ
ウとグリーンピースが１２％減と最も下
げ幅が大きい。ゴボウは青森県での冠
水・長雨による腐敗や奇形の発生、グ
リーンピースは北海道で収穫期に降雨
が続き適期収穫ができなかったことに
より、収量が減少した。

農地
など悩みへ活用可能な支援策紹介農地
など悩みへ活用可能な支援策紹介
中山間地域のための逆引き集中山間地域のための逆引き集

摘採面積や生葉収穫量など減少
２３年産一番茶（主産県）

北陸農政局の資料から

バレイショ・レタスで収穫量増加
２２年産秋冬野菜統計
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廃珪藻土で堆肥化コスト削減

昨今ではバイオマス需要の増加など
た い

から、オガクズなどの堆肥化資材が入
手困難、価格高騰の厳しい状況に置か
れている。乳用牛のふん尿は水分率が
高く、堆肥にするためには乾燥処理や
水分調整材を利用しなければならず、
酪農家の悩みのタネとなっている。
そこで千葉県畜産総合研究センター
は、スターチ工場や製糖工場でろ過材
として使われ、千葉県近郊で年間約

け い そ う

８７００ｔが有償廃棄されている「廃珪藻
ど

土」を堆肥化の副資材として使う試験

を行った。珪藻土は植物性プランクト
か ら

ンである珪藻の殻の化石で、多孔質で
調湿機能に優れている。
～試験方法～
廃珪藻土は現在、畜産農家にほとん
ど利用されていないが、廃棄物処理法
などに基づく手続きを行えば、安価に
入手できる。
試験で使った廃珪藻土の成分値は表
のとおり。乾物当たりの易分解性有機
物は１４．１％（オガクズの約８．５倍）、熱
量は４４０７㎈／ｇで若干の活性炭を含ん
でいる。
牛ふんは、同センター搾乳牛舎
のものを、バーンクリーナーで固
液分離を行わず回収したものを用
いた。牛ふん８４５㎏に対し廃珪藻土
１６００㎏を混ぜた「廃珪藻土区」、
牛ふん１２６０㎏に廃珪藻土とオガク
ズをそれぞれ２７５㎏ずつ混ぜた「混
合区」、牛ふん１３５０㎏にオガクズ
４５０㎏を混ぜた「対照区」の３区を

設けた（各区、容積重が６５０㎏／
㎥以下になるように調整）。
堆肥舎（間口１８．９ｍ、奥行き

５．４ｍ、棟高４．３ｍ）で２０年１０月～
２１年１月にかけての１２週間堆積
し、ホイールローダを用いて４
週ごとに切り返し作業を行っ
た。
～試験結果～
発酵温度は、混合区の３９日目の

７０．７℃、廃珪藻土区の６９日目の６１．３℃、
オガクズ区の６７日目の５３．１℃が最も高
かった。廃珪藻土区は６０℃以上の期間
が３６～７３日目までの３７日間続いた。
発酵温度の推移と水分率は図のとお
り。廃珪藻土区と混合区は対照区に比
べて高い温度で推移し、水分率も低か
った。ただ、廃珪藻土区は発酵温度の
上昇が他の２区より遅かった。廃珪藻
土が粉状のため、水分が入ると粘土状
になりオガクズのような通気性が確保
できなかったためとみられた。
試験の結果から、廃珪藻土単体での

発酵は大量の廃珪藻土が必要となるこ
とから、オガクズと併用し、十分な堆
肥化期間を設けることで副資材の購入
コスト低減に役立てることができるこ
とが分かった。冬季の堆肥の発酵温度
上昇にも役立つ。
また、試験は行っていないものの、
発酵温度が高く水分率の低下も高いこ
とから、戻し堆肥としての敷料利用も
可能ではないかとみられる。
なお、使用する場合には衛生的な観
点から、発酵温度が６０℃以上になるよ
うに十分な通気と、発酵ムラが無いよ

か く は ん

うに堆肥化過程での均一な撹拌を心が
ける必要がある。

豚熱の拡大が数年続いている。「オ
ルテック養豚セミナー２０２３」で㈲あか
ばね動物クリニックの伊藤貢氏が唱え
た対策を紹介する。
●四方八方から病気は侵入する
伊藤氏は、豚熱など病気は「入口か
ら入って来る」のではなく、「四方八
方から入って来る」という認識に
改めるよう強く訴えかけた。イノ
シシのふん尿などに接触した野生
鳥獣が持ち込むほか、イノシシの
死がい等をカラスなどの鳥が持ち
込むこともある。
感染したイノシシに汚染された
野生鳥獣のふん尿などを巻き込
み、雨水も汚染される。そうした
雨水に汚染された土砂の畜舎への
侵入や、敷料、ソーラーパネルの
汚染にも注意する。フタをしてい
ない豚柵が雨水で汚染され拡がっ
た例もある。
「イノシシが居なくても豚熱は
侵入してくる」と意識せねばなら
ない。

●防護壁＋ダブルフェンスを
スペインの獣医師は「イノシシが超
えてくるから柵は２ｍ必要」と唱えて
おり、既存の柵を活かす場合、高さの
補強が必要。しかし、イノシシは鼻で
柵の下から潜り込む習性があるため、
防護は「柵」よりも防護「壁」がより

有効だ。防護壁は安全鋼板を使うが、
柵と大差ない値段のため、設置を進め
たい（写真）。また、防護壁の内側に
もフェンスを導入し、ダブルフェンス
にするとより効果的。
アフリカ豚熱で甚大な被害を被って

か

いる東南アジアの人々は、「蚊やハエ
が入ってくるところで豚を飼うことな
んかできない」と言う。アフリカ豚熱

にはワクチンもなく、衛生対策を徹底
するしか防ぐ方法が無い。防「鳥」ネ
ットではなく、防「虫」ネットが求め
られる。日本も海外との往来が増えて
いるため、アフリカ豚熱を念頭に置い
た対策が重要となる。
ワクチンもハード面の対策も過信せ
ず消毒・防疫を徹底し、四方八方から
の疾病の侵入に常に備え対策したい。

廃珪藻土（黒い部分は活性炭）

実際の防護壁

今年は全国的に、ドングリが凶作と
なっている。山に食べ物が無いためク
マが人里に下りてきてしまい、人や家
畜を襲うなど被害が続発している。ク
マの襲撃に備えた対策を確認する。
●人間の存在をよくアピール
牧草の収穫などを含め、作業時には
ラジオを流しておくなど、人間の存在
をアピールする。基本的には臆病な生
き物のため、クマも人との遭遇に驚く。
もし遭遇してしまった場合には、逃げ

るものを追う習性がある
ため、走っては逃げず、
目をそらさずゆっくり後
ずさりして避難する。ク

マ撃退スプレーや
クマ避け鈴を常備
し、遭遇の危険に
備える。
●廃棄乳や飼料の扱いに要注意
秋にエサが足りないクマにとっては
酪農場は食べ物の宝庫で狙われやす
い。廃棄乳を目当てに畜舎に侵入した
ケースが複数あるため、捕獲檻を準備
しておくなどして、侵入させない。
また、飼料作物や油かすや燃料など
もクマが食べるため、侵入には十分に
警戒が必要。電気柵で周囲を囲うなど
の工夫をし、絶対に侵入をさせないよ
うにしなければならない。

廃珪藻土の成分値

成分値
含有率（％）

重金属 六価クロム pH
水分 有機物 全窒素 リン カリ カルシウム

廃珪藻土 24.3 59.4 2.4 0.7 0.0 0.1 未検出 未検出 3.8
注）含有率は水分以外はすべて乾物当たりの数値とする。

廃珪藻土で堆肥化コスト削減

オガクズなどと併用で

豚熱 雨や鳥にも要注意
防護壁・ダブルフェンス導入を

クマの襲来全国的に多発
飼料の保管、廃棄乳処理要注意

㈲あかばね動物クリニックの資料から



開 拓 情 報（7） 第786号 2023年（令和5年）10月15日（毎月１回１５日発行）

ゆうき青森農業協
同組合は１０月７日、
らくのう営農センタ
ー（野辺地町）で「酪
農・畜産まつり２０２３」
を開催し、地場産の
牛肉・牛乳乳製品の
ＰＲを行った。会場
には周辺の住民が多
数来場して賑わっ
た。コロナ禍の影響
で、同農協では４年ぶりの開催となっ
た。
全開連からは、役職員が前日から丁
寧に夜通し焼き上げた開拓交雑種牛の
モモ肉丸焼きを提供、無料配布した。
配布開始前から老若男女を問わず多く

の来場者が行列を作り、笑顔でおいし
そうに肉を頬張っていた。
同農協からは、地場産の交雑牛・和
牛の販売会や牛乳の試飲、ヨーグルト
の配布や野菜詰め放題の催しなどが行
われ、消費者に地元農産物のおいしさ

をアピールした。
その他、牛乳早飲み大会やカラオケ

大会、牧草転がし大会などの催しで会
場は大いに盛り上がっていた。

近年、黒毛和種の肥育などに用いら
れる発酵バガスの価格が高騰してい
る。また、輸入の割合が多い発酵バガ
スに対し、シラカバなどのカンバ粗飼
料（木材チップを高温高圧の水蒸気に
よって蒸煮加工）は国産粗飼料として
代替できる可能性がある。そこで、北
海道立総合研究機構林産試験場（旭川
市）は、発酵バガスの代替品としての
カンバ粗飼料の給与が黒毛和種の発育
と枝肉成績に及ぼす影響を調査した。

最適な給与量の試験
▽方法▽
試験は１７年８月～１９年３月にかけて

一般の牧場（北見市）で行った。１８頭
の黒毛和種肥育牛を用い、血統に偏り
がないように６頭ずつ３試験区に配置
した。試験区は、発酵バガスを給与す
る「慣行粗飼料区」、発酵バガスを同
じ湿重量のカンバ粗飼料で置換した
「カンバ粗飼料区」、発酵バガスの２
倍の重量のカンバ粗飼料を給与する
「カンバ多給区」の３区とした。
慣行粗飼料区・カンバ粗飼料区で

は、試験対象の粗飼料を肥育期間中に
０．５㎏／日／頭給与し、１２～１３ヵ月齢の
６１日間のみ１．０㎏／日／頭に増量した。
多給区では、カンバ粗飼料を両区の２

倍量給与している。
濃厚飼料は、３区で共通とした。１０
～１５ヵ月齢にかけて３㎏／日／頭から
８．５㎏／日／頭に漸増し、２１ヵ月齢まで
８．５㎏／日／頭で維持。２２ヵ月齢から出
荷までは１０㎏／日／頭以上となるよう
に飽食給与とした。１日量を朝夕の２
回に分けて給与し、発酵バガスもしく
はカンバ粗飼料をトップドレス（飼料
の上から振りかける）して給与した。稲
わらは試験期間を通して飽食とした。
各試験区の６頭を１群として木材チ
ップを敷き詰めた牛房で飼養し、水と
ミネラルブロックは自由摂取とした。
と畜日齢の平均は、慣行粗飼料区９１２
日、カンバ粗飼料区９０７日、カンバ多給
区９１５日と、ほぼ均等となるように設定
した。
▽結果▽
試験開始後８ヵ月目にカンバ多給区
の試験牛１頭が、カンバ粗飼料が原因
ではない鼓脹症で事故死した。
肥育牛の格付形質、枝肉試算額は表
１の通り。カンバ粗飼料区は、慣行粗
飼料区より枝肉重量が大きい傾向が見
られた。一方、カンバ粗飼料を給与し
た２つの試験区で、慣行粗飼料区より
ＢＣＳ（牛肉色基準）が０．３減少する傾
向もみられた。
以上の結果から、慣行の発酵バガス
を湿重量でカンバ粗飼料に置き換える

給与方法が、枝肉成績を向上させる可
能性が示された。
粗飼料切り替え前後の枝肉成績比較
同牧場全体の黒毛和種肥育牛につい
て、慣行粗飼料（１６年９月～１７年３月
にかけての出荷）からカンバ粗飼料（１８
年５～１１月にかけての出荷）に切り替
えた時の切り替え前後の枝肉成績は表
２のようになった。粗飼料の切り替え
によって、枝肉重量は１９．９㎏増加した。
枝肉格付形質については、胸最長筋
面積が４．４㎠、バラの厚さが０．５㎝、歩
留基準値が０．２増加し、ＢＣＳが０．３小
さくなった。
また、カンバ粗飼料が給与直後から
嗜好性が高い様子が見られ、馴致期間
は不要だった。
これらの試験から、黒毛和種の肥育
において、発酵バガスをカンバ粗飼料
に切り替えることで、格付形質の改善
と枝肉重量を増加させる給与効果が確
認された。発酵バガスと同等かそれ以
下の価格で安定的に供給されるカンバ
粗飼料を給与することで、同等以上の
肥育成績が期待できるとしている。
最後に、乳用種や交雑種に同様に給
与した場合の効果については、最適な
給与方法を模索中であるが、現場では
効果が感じられるため既に給与を行う
肥育農家も複数存在し、可能性は十分
に考えられるとしている。

農畜産業振興機構は１０月１１日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の２３年８月分の交付金単価（概算払い）
を公表した。乳用種・交雑種で標準的
販売価格が標準的生産費を下回ったた
め、引き続き交付が行われる。肉専用

種は４３都道府県で発動した。
交付金単価（１頭当たり）は、乳
用種が２万７９１７．３円、交雑種は５万
１８４３．８円となっている。
前月分と比べると、交雑種は販売
価格が低下し、生産費は変動しなか
ったため交付金は増額した。乳用種
も販売価格が低下したが、素畜費も
減少したため交付金は減額した。

東北町（青森県）と東北町畜産技
術員連絡協議会は９月２日、同町の
「道の駅おがわら湖」で、「あおい
森の牛乳」のイベントと東北町産黒
毛和牛の販売会を行った。イベント
では、沢田義彰さん（ゆうき青森農
協所属）が生産した黒毛和牛の格安
販売が行われ、購入者には先着２００名

に「あおい森の牛乳」１パックのプレ
ゼントもあり、多くの来場者で賑わっ
た。

牧
草
転
が
し
大
会
の
様
子

表２ 牧場の粗飼料を発酵バガスからカンバ粗飼料に切り替えたときの枝肉の成績
切替前
（ｎ＝５０）

切替後
（ｎ＝５０） 有意差

格付形質 枝肉重量（㎏） ４４３．６ ４６３．５ ★

胸最長筋面積（㎠） ５３．４ ５７．８ ★★

ばらの厚さ（㎝） ７．９ ８．４ ★★

皮下脂肪厚（㎝） ２．５ ２．８ n.s
歩留基準値 ７３．９ ７４．１ ★

牛脂肪交雑基準（B.M.S.） ７．２ ７．５ n.s
牛肉色基準（B.C.S.） ４．２ ３．９ ★

★★：Ｐ＜0.01、★Ｐ＜0.05
※表１・２ともに北海道立総合研究機構林産試験場提供

表１ 試験牛枝肉の格付形質、枝肉試算額
慣行粗飼料区
（ｎ＝６）

カンバ粗飼料区
（ｎ＝６）

カンバ多給区
（ｎ＝５）

格付形質 枝肉重量（㎏） ４３７．０±２２．８ ４７１．８±３０．２† ４５１．４±４０．９ns.
胸最長筋面積（㎠） ５８．５±７．４ ５６．３±６．３ns. ５７．８±１１．７ns.
ばらの厚さ（㎝） ８．５±１．０ ９．０±０．７ns. ８．５±１．１ns.
皮下脂肪（㎝） ２．５±０．５ ２．７±０．６ns. ２．７±０．４ns.
歩留基準値 ７５．０±１．４ ７４．４±０．８ns. ７４．５±２．１ns.
牛脂肪交雑基準（B.M.S.） ８．０±１．９ ７．７±１．６ns. ７．０±１．８ns.
牛肉色基準（B.C.S.） ４．３±０．５ ４．０±０．０† ４．０±０．０†
締まり ４．５±０．５ ４．５±０．５ns. ４．２±０．７ns.
きめ ４．５±０．５ ４．５±０．５ns. ４．４±０．５ns.
牛脂肪色基準（B.F.S.） ２．８±０．４ ３．０±０．０ns. ３．０±０．０ns.

枝肉試算額 枝肉試算額（千円） １１６９．９±９８．８ １２６２．５±８８．１ns. １１７２．８±１９１．４ns.
日齢枝肉試算額（円） １２８１．６±９７．２ １３９４．３±１１６．２ns. １２８２．６±２１３．９ns.

数値：平均±標準偏差
†：Ｐ＜0.10
枝肉試算額：２０１９年３月１９日の東京市場の枝肉単価を元に瑕疵を考慮せず計算
統計：慣行粗飼料区を対照区とした多重比較

沢田さんゆうき
青 森 ４年ぶりの開催で大盛況！ （ゆうき青森農協）

和牛販売会 in 東北町
「酪農・畜産まつり２０２３」

写真提供：東北町役場

肉質影響与えず
枝重増加、コストダウン

シラカバ粗飼料に切替でシラカバ粗飼料に切替で

乳用種・交雑種で発動続く
牛マルキン８月分
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

農水省と意見交換会
島根県酪農協議会

農水省は９月、「有機農業をめぐる
事情」を公表した。その中で「有機農
業の取組面積が耕地面積に占める割合
が高い市町村」という調査結果が併載
されている（表）。
この調査は、２２年度に実施された「２１
年度における有機農業の推進状況調査
（市町村対象）」で、一定程度以上、
有機農業の取組面積を把握していると
回答した７５３市町村のうち、公表につい
て「可」との回答があった市町村のみ
掲載されている。
調査結果を見ると、有機農業の取組
面積の耕地面積に占める割合は、馬路
村（高知県）の８１％が群を抜いて１位

ゆ ず

となっている。同村は柚子の生産で知
られており、柚子を生産する全ての農
家で化学系肥料・農薬・除草剤の使用
を控えている。
ランキング入りした他の市町村も、
取組面積の大小に大きく違いがあると
はいえ、有機農業に熱心に取り組んで
いる。日本全体で見ると堆肥は余るほ
ど十分にあるとみられるが、それを各
農家に供給する難しさが有機農業の普
及の障害となっている。
有機農業に取り組む重要性は年々増
しているため、耕畜連携などで堆肥を
積極的に利用する道筋をつけていく必
要がある。

秋の到来で、牛
肉消費が少しで
も活発になるか

１０月の中旬に入り、ようやく暑さが
弱まってきたが、まだ牛肉需要の伸び
は見られない。あらゆる物価が上がり
続けて、比較的高価な牛肉に手が出し
づらい状況が続いている。
しかし、行楽に適した季節となり、
また、これから年末商戦を翌月に控え、
動きが活発になることが期待される。
【乳去勢】９月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、７８３円（前年同月比８１％）と
なり、前月より１０円上がった。やや持
ち直したが底堅い状況は続いている。
【Ｆ₁去勢】９月の東京食肉市場の交
雑種去勢税込み枝肉平均単価は、Ｂ３
が１４７４円（同９９％）、Ｂ２が１２６７円（同
９９％）だった。前月に比べ、Ｂ３は４２

円、Ｂ２は２７円いずれも上昇した。１０
月に入ってからはＢ３で１３５０～１５５０円
台で揺れ動いている。
【和去勢】９月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ４が
２０７９円（同９１％）、Ａ３が１８２４円（同
９０％）だった。前月に比べ、Ａ４が４０
円、Ａ３は６円それぞれ上がった。１０
月中旬までも、Ａ４で２１００円を超える
日はわずかだった。
【輸入量】農畜産業振興機構は１０月
の輸入量を総量で３万７７００ｔ（同７８％）
と予測。内訳は、冷蔵品１万６１００ｔ（同
１１１％）、冷凍品が２万１６００ｔ（同
６３％）。冷蔵品は豪州産等がかなり増
加するが、冷凍品が前月同様大幅に減
少することから、前年同月を大幅に下
回ると予測した。
【出荷頭数】１０月の出荷頭数は、和
牛４万１７００頭（同１０３％）、交雑種２万

２６００頭（同１０４％）、乳用種２万９９００頭
（同１０５％）と、全品種で前年同月を上
回る見込み。
出荷頭数は増えるが、輸入が減少し、
涼しい季節になることで、荷動きはこ
れまでよりは好転するか。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み枝
肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が７５０～８５０
円、Ｆ₁去勢Ｂ４が１６００～１７００円、同Ｂ
３が１４５０～１５５０円、同Ｂ２が１２００～
１３００円、和牛去勢Ａ４が２０５０～２１５０円、
同Ａ３が１８００～１９００円での相場展開
で、弱もちあいの脱却に期待する。

出荷頭数が回復
傾向で、相場も
弱もちあい

９月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が６９９円（前年同月比
１１０％）、中物は６７４円（１０８％）となっ
た。前月に比べ上物が１１円、中物が１７
円それぞれ下がった。
１０月に入ると、上物が６００円台前半で
推移しており、６００円を割る日も出てき
ている。

農水省の肉豚生産
出荷予測によると、
１０月は１４５万頭（前年
同月比１０４％）で、前
月と比べると、９万
３０００頭増の見込み。
猛暑のため、出荷遅
延していた肉豚も出
てくる。
九州で発生した豚
熱も感染の広がりは
確認されておらず、
現場の適切な処置が
功を奏している。

農畜産業振興機構の需給予測による
と、１０月の輸入量は総量で７万１８００ｔ
（同９５％）と、やや減少の見込み。内訳
は、冷蔵品３万１１００ｔ（同１１０％）、冷凍
品４万７００ｔ（同８６％）。
輸入は減少するが、出荷頭数がやや
増えることで、相場はゆるやかな下降
傾向となりそう。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が５５０～６５０円、
中物は５２０～６２０円で推移か。

スモール価格が
下落し、素牛相
場も続落

【スモール】９月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が３万２７３８円（前年同
月比２１０％）、Ｆ₁（雄雌含む）は７万２８５２
円（同８２％）となった。前月に比べ、
乳雄が６２４４円、Ｆ₁が１万５６１９円の続落
となった。
酪農家の和牛の種の交配が増加し、
交雑種の頭数が増えている。また、枝
肉相場の不振で、弱もちあいか。
【乳素牛】９月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が

１９万２０７３円（同１４０％）、Ｆ₁去勢は３１万
９５６１円（同９３％）だった。前月に比べ
乳去勢は２５０９円下げ、Ｆ₁去勢も１万
１３６円下げた。
乳去勢は品薄感があり落ち込みは比
較的緩いが、Ｆ₁去勢は今後も下げ傾向
が続くと見られる。
【和子牛】９月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
５５万４１６３円（同８５％）で、前月より３万
２１６６円のマイナスとなった。
和子牛の価格の下落が続いている。
酪農家による和牛子牛の生産が増えて
いることや、牛枝肉相場が低調で、肥
育農家の素牛導入は依然としてブレー
キがかかっている。今後も弱もちあい
の推移か。

今年の２月に農水省の渡邉洋一畜産
局長が、酪農政策について酪農家と意
見交換会を行いたいと発表した。
畜産局長の呼びかけにいち早く応じ
たのが、島根県酪農協議会（西谷悟郎
会長）だ。８月２２日に出雲市の島根県
農業協同組合にて開催された。
農水省からは、畜産局牛乳乳製品課
の、乳製品調整官と畜産専門官の２名、
地元から中四国農政局、島根県畜産課、
中国生乳販連、島根県酪農協議会会員
ら１６名が出席し、生乳の需給緩和や、
畜産資材高騰などの様々な問題につい

き た ん

て、忌憚のない意見交換が行われた。
その後、意見交換会は全国各地で行
われるようになった。

９月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ５０４ ５７３ ３０９ ３１７ １８８，４３８ ２０７，３４５ ６１０ ６５４
Ｆ１去 ２，１３０ ２，００３ ３３９ ３４５ ３１８，２２０ ３２８，４２９ ９３９ ９５２
和去 ２，４９２ １，９５７ ３３６ ３３４ ６０２，９４９ ６４９，３１５ １，７９４ １，９４４

東 北
乳去 ２ ３ ２０９ ３１２ ３２，４５０ ３４，１００ １５６ １０９
Ｆ１去 ２ ３ ２７１ ２５９ １４８，５００ １５８，７６７ ５４８ ６１４
和去 ２，４５４ ２，３２３ ３１４ ３２４ ５６９，０９５ ５８８，３８５ １，８１３ １，８１６

関 東
乳去 ５９ ８ ３０４ ２６８ ２７２，３５３ ６１，７３８ ８９６ ２３０
Ｆ１去 １６４ １４８ ３５７ ３６４ ３２８，６５２ ３４７，７３０ ９２１ ９５６
和去 ７４９ ９２９ ３２２ ３１６ ６００，３５２ ６３２，６５８ １，８６４ ２，０００

北 陸
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 ６３ １０４ ３０９ ２８４ ５６２，２７５ ５１０，２９４ １，８２０ １，７９７

東 海
乳去 ２ ０ ２８０ ― ９２，９５０ ― ３３２ ―
Ｆ１去 ６５ ７５ ３２４ ３３２ ３０１，０１１ ２８４，４６０ ９３０ ８５７
和去 ４８０ ２００ ２８５ ２６７ ５７２，５３２ ６１８，１４０ ２，０１１ ２，３１９

近 畿
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 ４２６ １６７ ２７３ ２５９ ７９５，９２７ ８０４，１１３ ２，９１９ ３，１０５

中 四 国
乳去 ２５ ８９ ３００ ２７３ １０８，１０８ １３６，０５４ ３６０ ４９９
Ｆ１去 ２７８ ２７９ ３３４ ３３３ ３３４，３７３ ３２７，５０４ １，０００ ９８３
和去 ７２０ ６１５ ３０１ ３０５ ５４１，５２２ ５６３，２４８ １，７９７ １，８４６

九州・沖縄
乳去 ３ ５ ２７３ ２３１ ９６，０６７ ８２，５００ ３５２ ３５７
Ｆ１去 ４２２ ４０７ ３３６ ３３９ ３１６，７０６ ３４０，４７５ ９４２ １，００４
和去 １０，７７５ ７，８８９ ２９９ ３００ ５２６，６８９ ５６２，５９８ １，７６１ １，８７３

全 国
乳去 ５９５ ６７８ ３０８ ３１０ １９２，０７３ １９４，５８２ ６２４ ６２８
Ｆ１去 ３，０６１ ２，９１５ ３３９ ３４４ ３１９，５６１ ３２９，６９７ ９４３ ９５８
和去 １８，１５９ １４，０５４ ３０６ ３０９ ５５４，１６３ ５８６，３２９ １，８１１ １，８９８

注 : （独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

有機農業の取組面積が耕地面積
に占める割合が高い市町村

順位 市町村 有機農業の
取組面積（ha）

耕地面積に
占める割合

１ 馬路村 （高知県） ５２ ８１．０％
２ 西川町 （山形県） ７５ １５．０％
３ 柴田町 （宮城県） １２３ １３．０％
４ 小坂町 （秋田県） ９０ １１．０％
５ 江津市 （島根県） ６３ １０．０％
６ 大蔵村 （山形県） １２１ ９．８％
７ 様似町 （北海道） ９２ ８．９％
８ 大野市 （福井県） ３６７ ８．７％
９ 北中城村（沖縄県） ５ ８．７％
１０ 綾町 （宮崎県） ５９ ８．６％
１１ 川根本町（静岡県） ４４ ８．５％
１２ 湯前町 （熊本県） ４６ ８．１％
１３ 尾鷲市 （三重県） ５ ７．６％
１４ 小田原市（神奈川県） １１３ ６．５％
１５ 川本町 （島根県） ２１ ６．１％
１６ 吉賀町 （島根県） ４４ ５．２％
１７ 西原町 （沖縄県） ６ ５．１％
１８ 興部町 （北海道） ３１４ ５．０％
１９ 小国町 （山形県） ５１ ５．０％
２０ 赤村 （福岡県） １９ ４．９％

農水省の資料より作成

第１位は馬路村（高知県）驚異の８１％第１位は馬路村（高知県）驚異の８１％
有機農業の割合ランキング有機農業の割合ランキング
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し

畜産物需給見通し


